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【目標達成計画】

1 12

新設された生産性向上推
進体制加算の算定を目指
す。

事業所で生産性向上体制
委員会の立ち上げを行い、
委員会の開催や必要な安
全対策を講じた上で、改善
活動を行う。

1年間

2 34

職員間における理解力、
対応力の差を無くして全
ての職員が対応してもス
ムーズに連携でき問題解
決ができるようにする

施設内外の研修への参加
と情報共有の実施。カン
ファレンスなど通じ、具体
的なシュミレーションを実
施し相互理解を深めていく

R.7.7.31

3 25

職員間における記録内
容、申し送り内容などの
統一化を図り情報伝達、
共有をスムーズにする。

記録内容など明確化し全
職員に周知する。記録漏
れを防ぐため定期的に相

互確認を行っていく。 R.7.7.31

4

5

注１）　項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）　項目数が足りない場合は、行を追加すること。

２．　目　標　達　成　計　画

目　　　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目標達成
に要する

期間

タブレットへの記録、申し送り、
記載内容など、職員によって記
録状況にバラつきがある。

（別紙２）

現状における問題点、課題

就業環境の整備を行う。

急変や事故、災害、集団感染
等に対しての対策と事案が起
きた際の対応に対して職員の
理解度と対応力に差がある
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